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研究成果の概要（和文）：本研究では、1919年の都市計画法制定以降、現在までに都市計画法制度によって生み出され
てきた都市空間のうち、保全・継承すべきものを「都市計画遺産」という新たな概念で整理し、全国各地での事例調査
と東日本大震災被災地である三陸沿岸都市での調査に基づき、その実態を把握した。加えて、イギリス、アメリカ、オ
ーストラリアの都市計画学会による「都市計画遺産」関連の取り組みの整理、アメリカ、中国の都市計画史研究者を招
聘してのセミナーを通じて、「都市計画遺産」をめぐる議論の国際的状況を把握した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we established the new concept "planning heritages" for urban space
s which should be conserved and inherited as good achievements and future resources of Japanese. Intensive
 survey about "planning heritage" was carried on in some local cities including cities and towns in Sanrik
u region which were severely damaged by tsunami after the 3.11 East Japan Great Earthquake. In addition, c
urrent international discussions and projects about "planning heritages" became clear through our overseas
 researches in England, USA, Australia and our seminars with researchers from USA and China.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 景観法の制定、歴史まちづくり法の制定に
象徴されるように、我が国の都市づくりでは、
歴史的な都市景観への配慮が一般化しつつ
ある。しかし、そこで対象とされている「歴
史」とは、いわゆる「伝統的」な建物で構成
される街並みや古来からの地形が生み出す
眺望景観が殆どである。一方、「近代的」な
遺産については、近年、近代建築や近代化遺
産などが注目され、保存措置が取られるよう
になってきているが、近代都市計画が生み出
してきた都市空間については、その歴史性が
積極的に評価されるようになっているとは
言い難く、保全や活用の対象となることは殆
どない。しかし、市街地更新より、既存スト
ックを重視した市街地保全を基調とする都
市計画への転換が求められている現在、近代
都市計画が生み出してきた都市空間という
既存ストックを歴史遺産という観点から評
価し、その重要度に応じて必要な保全的措置
や活用方策をとっていくことが望まれる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、こうした状況を背景として、
1919 年の都市計画法制定以降、現在までに
都市計画法制度によって生み出されてきた
都市空間の実態を把握した上で、その遺産的
価値について検討し、保全活用手法の見通し
を明らかにすることを目的とする。従来の歴
史遺産の概念から外れる都市空間を新たに
歴史的に価値付けるために「都市計画遺産」
という概念を構築する。現代的な視点から見
れば高い水準でなくても、当時としては高い

理想を抱き、創造された都市空間も少なくな
い。一見すると何気ない近代都市の景観や空
間に新たな視線を注いでいきたい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、１）研究代表者および分担者
を中心として、日本都市計画学会共同研究組
織「都市計画遺産研究会」を組織し、研究会
による公開ワークショップやセミナーなど
を通じた情報や意見収集、議論による概念整
理と、２）国内外の都市計画遺産の現地フィ
ールドワークと文献調査を実施する。 
 
４．研究成果 
（１）「都市計画遺産」概念の整理 
2010 年 11 月に日本都市計画学会学術講演会
会場で開催したワークショップ「『都市計画
遺産』の可能性を探る」で収集した意見、お
よびその後の識者アンケートにより収集し
た意見を、KJ 法 A 型図解化し、「都市計画遺
産」を巡る論点を明確化した（図１・図２）。
他の類似遺産との違いが明らかになった。 
（２）「都市計画遺産」の実態把握 
全国各地の都市計画遺産について、藤沢駅前
南部第一防災建築街区や松江官庁街をとり
あげ、その形成の経緯、都市計画史的価値や
活用可能性について、詳細な個別のケースス
タディを行った。並行して、全 47 都道府県
からの都市計画遺産事例の抽出を実施し、暫
定リストを作成した。 
（３）三陸沿岸都市の都市計画遺産アーカイ
ブの構築と公開 
 2011年 3月 11日の東日本大震災を受けて、

図１ 「都市計画遺産」の概念整理 その１ 



緊急の史料調査を実施し、「1933 年三陸津浪
からの復興計画」、「戦前期の法定都市計画」、
「戦災復興計画」、「戦後 1960 年以前の都市
計画」、「1960 年チリ地震津波後の復興計画」、
「その後、現在までの特筆すべき都市計画」
で構成される「総合アーカイブ」と、被災 22
市町村の「過去の復興計画カルテ」を中心と
した「都市別アーカイブ」からなる「三陸海
岸都市の都市計画／復興計画史アーカイヴ」
（図３）を公開した。 

 
（４）「都市計画遺産」に関する海外での取
り組み 
 我が国における「都市計画遺産」を核とし
た施策の検討のために、都市計画関係者が集
う組織による自己遡及的な活動として、イギ
リス、アメリカ、オーストラリアの各国の都
市計画学協会主導の「都市計画遺産」関連の
取り組みについて現地調査を実施し、その仕
組みや成果等を明らかにした。 
（５）「都市計画遺産」をめぐる国際交流の

推進 
 「都市計画遺産」の可能性を探る目的で、
海外の研究者との議論を行う場として、都市
計画遺産セミナーを立ち上げた。2013年 3月
8 日に開催した第一回セミナーでは、イェー
ル大学のアラン・プラッタス教授を招聘し、
「Civic Art: its Legacy and Contemporary 
Relevance」という題目での講演、および「過
去のアーバニズムにどう現代的な意義を見
出すのか」について議論を行った。2013 年
11月 9日には第二回セミナーとして、中国か
ら李百浩（東南大学教授）、侯丽（同済大学
副教授）、傅舒蘭（浙江大学講師）を招聘し、
１用語と概念、２教育と職能、３遺産と保全
の３つのテーマについて、日本と中国との都
市計画史研究のコラボレーションの可能性
を探った（図４，図５）。また、第二回セミ
ナーに先立ち、2013年 5 月には、中国都市計
画学会都市計画の歴史と理論学術委員会の
年次総会にて、招待講演「日本近現代都市計
画史の歩み、現状と展望」を行った。第二回
セミナー開催前日には、日中の研究者で都内
主要都市計画史アーカイブを訪問し、共同史
料調査を実施した。 
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